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地球地球地球地球をををを考考考考えるえるえるえる会会会会フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム地球地球地球地球をををを考考考考えるえるえるえる会会会会フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム
～～～～エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーとととと環境環境環境環境のののの調和調和調和調和・・・・低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて～～～～



地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題にににに取取取取りりりり組組組組むむむむポイントポイントポイントポイント

１．技術を基軸とした取り組み

２．国際的な公平性

３．実現可能性

４．国民の納得感



（注１） 米議会下院エネルギー商業委員会／エネルギー環境小委員会に提出された「ワックスマン・マーキー法案」では、現在の年間排出量
　　　　70億トンに対し、国際10億トン、国内10億トンのオフセットを容認。

（注２） EU目標は、CDM（▲4%）、森林吸収（▲1.7%）、EU27への拡大で東欧の大幅な削減実績を取り込めること（▲5.5%）などにより、2006年
　　　　以降、追加的なCO2排出量の削減がなくても、▲20%を十分達成可能とされている（出典：日本エネルギー経済研究所「ヨーロッパの中期
　　　　目標（2020年で▲20%削減）の実現可能性についての分析」（2009年4月15日））。
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（中期目標：05年比▲14％）
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　　　（注１） 森林吸収源、CDMを含むか否か、不明
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EU （注２）

（中期目標：90年比▲20%）

▲１３％
　（国内での削減は▲１０％程度であり、残り

は、ＣＤＭ等の購入を予定）
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日本日本日本日本
（（（（中期目標中期目標中期目標中期目標：：：：90年比年比年比年比▲▲▲▲25%））））
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主要先進国主要先進国主要先進国主要先進国のののの中期目標 中期目標 中期目標 中期目標 （（（（2020202020202020年年年年））））
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(米ﾄﾞﾙ) 05年比▲14％
(90年比▲7％)

05年比▲30％
(90年比▲25％)

▲4％が欧米欧米欧米欧米のののの目標目標目標目標とととと同等同等同等同等の
限界削減費用

▲14％では、欧米欧米欧米欧米のののの目標目標目標目標のののの2.1倍倍倍倍の
限界削減費用

(中期目標検討委員会RITE提出資料より作成)

▲30％では、欧米欧米欧米欧米のののの目標目標目標目標のののの7.7倍倍倍倍の
限界削減費用

05年比▲4％
(90年比＋４％)

限界削減費用比較限界削減費用比較限界削減費用比較限界削減費用比較



ＣＯ２排出量

エネルギー供給側

【主に発電部門】

　○新エネルギーの導入（バイオ、太陽光、風力･･･）

　○原子力の推進

   ○CCS（ＣＯ２の分離貯留）

エネルギー消費側

【産業部門】　○省エネルギーの推進

    　　　　　　　　（エネルギー利用原単位向上）

【運輸部門】　○燃費性能向上

【家庭部門】  ○ライフスタイルの変革

＝ ×
エネルギー使用量

ＣＯ２排出量

ＧＤＰ

エネルギー使用量
ＧＤＰ ×

技術技術技術技術のののの重要性重要性重要性重要性

エネルギー原単位　（省エネ度） ＣＯ２排出原単位



排出権排出権排出権排出権のののの購入 購入 購入 購入 （（（（国富国富国富国富のののの海外流出海外流出海外流出海外流出））））

京都議定書 （2008～2012年の5年間）

負担金額
　＝ ４．１億㌧×15～30ユーロ×１３０円
　＝ ００００．．．．８８８８～～～～１１１１．．．．６６６６兆円兆円兆円兆円

　　　　　（政府１億㌧、電力２．５億㌧、鉄鋼０．６億㌧）



　　　　日本鉄鋼業日本鉄鋼業日本鉄鋼業日本鉄鋼業のののの省省省省エネエネエネエネ技術技術技術技術をををを

（（（（１１１１）ＡＰＰ）ＡＰＰ）ＡＰＰ）ＡＰＰ７７７７ヵヵヵヵ国国国国のののの鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業にににに移転移転移転移転・・・・普及普及普及普及したしたしたした場合場合場合場合ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２削減削減削減削減ポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャルは は は は １１１１．．．．３３３３億億億億トントントントン。。。。

（（（（２２２２））））全世界全世界全世界全世界のののの鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業にににに移転移転移転移転・・・・普及普及普及普及したしたしたした場合場合場合場合ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２削減削減削減削減ポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャルは は は は ３３３３億億億億トントントントン。。。。
　　　（　　　（　　　（　　　（日本日本日本日本ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量のののの２０２０２０２０％％％％強強強強にににに相当相当相当相当））））
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コークスコークスコークスコークス乾式消火設備乾式消火設備乾式消火設備乾式消火設備

石炭調湿設備石炭調湿設備石炭調湿設備石炭調湿設備

コークスコークスコークスコークス炉炉炉炉ガス ガス ガス ガス 回収回収回収回収

焼結焼結焼結焼結クーラークーラークーラークーラー排熱回収排熱回収排熱回収排熱回収

高炉高炉高炉高炉ガス ガス ガス ガス 回収回収回収回収

高炉炉頂圧発電高炉炉頂圧発電高炉炉頂圧発電高炉炉頂圧発電

微粉炭吹微粉炭吹微粉炭吹微粉炭吹きききき込込込込みみみみ

熱風炉排熱回収熱風炉排熱回収熱風炉排熱回収熱風炉排熱回収

転炉転炉転炉転炉ガスガスガスガス回収回収回収回収

転炉転炉転炉転炉ガスガスガスガス顕熱回収顕熱回収顕熱回収顕熱回収

百万トン / 年

ＡＰＰ／ＡＰＰ／ＡＰＰ／ＡＰＰ／鉄鋼鉄鋼鉄鋼鉄鋼タスクフォースタスクフォースタスクフォースタスクフォースでのでのでのでの　　　　　　　　　　　　

CO2CO2CO2CO2削減削減削減削減ポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャル    
1.29億億億億㌧㌧㌧㌧-CO2/年年年年
（ＡＰＰ＝（ＡＰＰ＝（ＡＰＰ＝（ＡＰＰ＝アジアアジアアジアアジア太平洋太平洋太平洋太平洋パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップとはとはとはとは、、、、日本日本日本日本、、、、米国米国米国米国
、、、、豪州豪州豪州豪州、、、、韓国韓国韓国韓国、、、、中国中国中国中国、、、、インドインドインドインド、、、、カナダカナダカナダカナダ7777ヶヶヶヶ国国国国のののの官民官民官民官民によるによるによるによる、、、、気気気気
候変動問題等候変動問題等候変動問題等候変動問題等へのへのへのへの対処対処対処対処をををを目的目的目的目的としたとしたとしたとした地域協力地域協力地域協力地域協力ののののパートパートパートパート
ナーシップナーシップナーシップナーシップ））））

鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業のののの国際連携国際連携国際連携国際連携



わがわがわがわが国国国国のののの部門別 温室効果部門別 温室効果部門別 温室効果部門別 温室効果ガスガスガスガス排出実績排出実績排出実績排出実績
（（（（エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー起源起源起源起源ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２））））

1990年年年年
実績実績実績実績

2007年年年年
実績実績実績実績

対対対対90年年年年
増減増減増減増減

傾向傾向傾向傾向

産業部門 ４８２ ４７１ ▽　２．３％

運輸部門 ２１７ ２４９ ＋１４．６％

業務部門 １６４ ２３６ ＋４３．８％

家庭部門 １２７ １８０ ＋４１．２％

（単位：百万ｔ-ＣＯ２）


